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ス怒 10mm， TR/TE=900/20). ~最{象は各被j検者の大総
骨授に対する50%審M立であり，得られた溺像から外留i広
務，中間広筋+内線広筋，大路夜務およびそれらを合計
した大騒期支実務の検街頭毅を求めた，
トレ…ニング殺の大総i温室長務における増加率(0群;
3.8ごと3.0%，Y群;5.9土3.3髭)は潟群ともに有意(pく
0.05)であった. しかしながら，若手間に脊窓な楚は認め
られなかった.また.0護学において大総凶議筋の増加率
が 5%以上を示したのは，いずれも40議代前半の被検者
であった.。鮮において比較的潟い増加率が認められた
のは，本研究に参加した被検者が40.50議代であったた
め， トレーニングの実施に際して身体的な制限をもたな
かったことがー図として考えられる e 大腿i担額筋の各務
においては，問者学ともに大総議筋の増加(0群;10.7土
12.3話. y若手;18.5土15.7話〉が顕著であったが，群喚問
に有窓会怒は認められなかった.外機広務の増加率(0
群;6.9土3.7%.Y群:5.7土3.7%)においても，群間に
有意な議は認められなかった. -}1，中織広筋十内閣Jt~
絡の増加率iこは群際に有;葱;な禁爽が認められたが，予可群
の中間広筋十内債j広筋の増加惑はともに低値(0群;0.3 
土4.4%， Y群;3.9土3.4%)であったe さらに，各被検
替の年齢とそれぞれの筋犠断邸機の増加率との間には穏
際関係は認められなかった.
本研究の結糸よち，響機的会レジスタンストレーニン
グを行うことによって， 40. 50歳代の中高年齢者におい
ても， 20議代の若年齢者とほぼ向等の務総大が生じる可
能性が示唆された.
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